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平成24年度　第2回常務理事会議事録（抄）

日　　　時：平成 24 年 9 月 4 日（水）18：30 〜 21：00
場　　　所：公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会事務所
出　席　者：会 長：小川　清
　　　　　　副 会 長：堀江　好一、橋本　里見
　　　　　　常 務 理 事：�田中　宏、芦葉　弘志、結城　朋子、

富田　博信、潮田　陽一
　　　　　　委任状提出者：中村　正之

第 1．会長挨拶（要旨）
　まだまだ暑い日がつづきますが。9 月から 12 月は、学術関係の
イベントが目白押しですが、情報を共有しながらすすんでいきた
い。また業務拡大に関する講習会も開催され、会員の期待にしっ
かり応えていきたい。

第 2．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　長　　小川　清
　議事録署名人　橋本　里見、堀江　好一
　議事録作成人　芦葉　弘志
と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、小川会長を議長
に選出し、平成 24 年度、第 2 回常務理事会を開催した。

第 3． 報告および確認事項
1．会長（小川）
　（ 1 ）表彰関係について報告した。
　（ 2 ）�全国診療放射線技師総合学術大会（名古屋）の事前参加

券および情報交換会券について報告した。
　（ 3 ）健康長寿埼玉県民アンケート　堀江副会長に依頼した。
　（ 4 ）�埼玉理学療法士会創立 40 周年式典　9 月 15 日（土）出席

予定。
　（ 5 ）�平成 24 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　事前登

録をお願いした。
　（ 6 ）日本放射線技師会関係
　　ア．�都道府県放射線技師会未所属会員調査 堀江副会長へ依頼

した。
　　イ．災害対策委員会アンケート

2．堀江副会長
　（ 1 ）フィルムリーディング企画会議を行った。

3．総務（田中）
　（ 1 ）�フレッシャーズセミナー入会状況について、受講者は 42

人受講であったが、未入会は 36 人で、そのうち平成 24
年度入会者は現在 10 人である。

　（ 2 ）�埼放技のみの会員で今年度、日放技に入会した会員は 13
名である。

4．財務（結城）
　（ 1 ）賛助会員規定について討議した。

5．編集情報（潮田）
　（ 1 ）編集情報委員会開催
　　ア．第 3 回編集・情報委員会
　　　（ 1 ）日時：平成 24 年 8 月 7 日（火）18：30 〜 20：30
　　　（ 2 ）場所：技師会センター
　　　（ 3 ）内容：
　 　　　　　ａ．埼玉放射線 2012 年第 5 号発刊について
　 　　　　　ｂ．埼玉放射線 2012 年第 5 号表紙について
　 　　　　　ｃ．認定講習・学術大会 Web 申込みについて

　 　　　　　　（ａ）申込ページの URL を設定し会誌に掲載
　 　　　　　　（ｂ）HP 上の掲載場所決定
　 　　　　　ｄ．その他
　（ 2 ）埼玉放射線（会誌）について
　　ア．埼玉放射線第 4 号は平成 24 年 9 月 10 日発刊予定
　（ 3 ）Web サイト更新
　　ア．第 4.7 回　埼玉 CT Technology Seminar 開催のご案内
　　イ．循環器画像技術研究会　第 288 回定例会

6．学術（富田）
　（ 1 ）�第 3 回学術委員会を平成 24 年 8 月 28 日（火）に開催し

た。以下内容に関して示す。
　　ア、�平成 24 年度講習会、セミナー報告（各担当より進捗状

況）
　　イ、学術大会に関して
　　　（ア）学術大会テーマ
　　　　理事会承認を報告　『業務拡大への期待と責務』
　　　（イ）学術大会名に関しての提案について
　　　　�学術大会開催名に関して理事会の意見を踏まえて継続検

討する
　　　（ウ）演題登録申し込みについて
　　　　演題登録申し込み窓口 Web に設定
　　　　�期間：9 月 17 日（月）〜 11 月 30 日（金）（70 演題に達

しない場合 1 週間延長）
　　　（エ）新企画
　　　　学術委員会企画　　担当：佐々木理事
　　　　『臓器別に考える』各モダリティからのアプローチ
　　　　毎年 1 臓器ずつ、シリーズ化していく。
　　　（オ）平成 25 年度学術大会日程
　　　　日程：2014 年 3 月 2 日（日）（理事会承認済み）
　　　　場所：大宮ソニックシティ

7．公益（中村）
　（ 1 ）リレー・フォー・ライフ川越　会議の参加をした。
　　ア、日時：平成 24 年 8 月 18 日（土）
　　イ、場所：川越市民会館　第一会議室
　　ウ、参加者：星野理事
　（ 2 ）第 3 回公益委員会の開催 9 月上旬を予定
　（ 3 ）�9 月 15 日（土）〜 16 日（日）リレー・フォー・ライフ川

越に参加する。
　（ 4 ）�9 月 30 日彩の国いきいきフェスティバル事前説明会に参

加する。

その他
1．�「チーム医療推進のための看護業務検討ワーキンググループに

よる医行為分類案について」日本診療放射線技師会に出され
たアンケートについて討議し回答した。

次回、平成 24 年度　第 3 回常務理事会予定　平成 24 年 11 月 7
日（水）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1 ）会長資料
（ 2 ）副会長資料
（ 3 ）総務、財務資料
（ 4 ）編集情報資料
（ 5 ）公益資料
（ 6 ）学術資料
（ 7 ）議事録
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平成24年度　第5回理事会議事録（抄）

日　　　時：平成 24 年 10 月 3 日（水）
　　　　　　午後 6 時 30 分〜午後 9 時 30 分
場　　　所：公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会事務所
出　席　者：会 長：小川　清
　　　　　　副 会 長：堀江　好一、橋本　里見
　　　　　　常 務 理 事：�田中　宏、芦葉　弘志、結城　朋子、

中村　正之、富田　博信、潮田　陽
一

　　　　　　理 事：�星野　弘、八木沢　英樹、栗田　幸
喜、佐々木　健、今出　克利、双木　
邦博、大西　圭一、庭田　清隆、山
田　伸司、矢崎　一郎、石川　直哉

　　　　　　監　　　　事：山本　英明
　　　　　　顧　　　　問：
　　　　　　委任状提出者：和田　幸人
　　　　　　欠　　　　席：鈴木　正人

第 1．会長挨拶（要旨）
　名古屋国際会議場で行われた日本診療放射線技師会学術大会
は、3000 人をこえる来場者で、主催者側も大変喜んでいました。
来年は島根県になりますが、ご協力のほどよろしくお願い致しま
す。
　メールでも連絡しましたが特定看護師の行為の分類ですが、絶
対的医行為に変えてほしい意見をだしましたが、昭和の医療が変
革の時にきた実感があります。医師が少ないという事と仕事量緩
和について特定看護師制度をきっかけにして、我々も上がってい
くスタンスをとっていきたいと思います。
　10 月ですので、行事等の進捗状況も踏まえて皆さんで議論して
いきたいと思います。

第 2．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長：堀江　好一
　議事録署名人：小川　清、山本　英明
　議事録作成人：芦葉　弘志
と定めた。

第 3．報告および確認事項
1．会長（小川）抜粋
　（ 1 ）�公衆衛生事業功労埼玉県知事表彰及び公衆衛生事業功労

協会、知事表彰について報告した。
　（ 2 ）�全国診療放射線技師総合学術大会（名古屋）参加者につ

いて報告があった。
　（ 3 ）業務拡大講習会（下部消化管）について報告があった。
　（ 4 ）業務拡大講習会（抜針）について報告があった。
　（ 5 ）生涯学習カウントについての報告があった。
　（ 6 ）�埼玉県理学療法士会創立 40 周年記念式典（9 月 15 日）に

参加した。
　（ 7 ）渡辺氏叙勲受賞祝賀会（9 月 17 日）に参加した。
　（ 8 ）特定看護師アンケートについて回答した。
　（ 9 ）会長会議報告について説明した。

2．副会長（堀江）
　（ 1 ）�9 月 3 日（月）19：00 〜 20：00、本会事務所において第

3 回学術大会における読影コーナー準備委員会を開催し

た。
　 　　�本会出席者：小川　清・橋本里見・堀江好一・田中　宏・

富田博信・城處洋輔
　（ 2 ）�条例で定める医療施設の人員、施設等の基準への意見と

して、本会からも意見を提出したが、9 月 19 日、医療整
備課より、条例では省令のとおりに基準を規定するが、
意見の趣旨を踏まえ、医療機関の実態に即した指導を行っ
ていく旨の通知が届いた。

　（ 3 ）渡辺氏叙勲受賞祝賀会（9 月 17 日）に参加した。

3．総務（田中）
　（ 1 ）�フレッシャーズセミナー入会状況について、受講者は 42

人受講であったが、未入会は 36 人で、そのうち平成 24
年度入会者は現在 10 人である。9 月中旬に入会案内を
送った。

　（ 2 ）�埼放技のみの会員で今年度、日放技に入会した会員は 13
名である。

　　　9 月中旬に入会案内を送った。
　（ 3 ）埼放技会員が 2 人日放技へ入会した。
　（ 4 ）�50,30 年永年勤続表彰（日放技）抽出依頼あり。提出期限

は 11 月 30 日（金）。

4．総務（芦葉）
　（ 1 ）役員研修会について
　　　日時　平成 24 年 11 月 22 日（木）19：00 から 20：30
　　　場所　大宮ソニックシティ　905 号室

　（ 2 ）日本診療放射線技師会　表彰者
　　　�日本診療放射線技師会表彰対象者へ、関係書類を今月中

に送付する。
　（ 3 ）新年会実行委員会を 11 月に開催する。

5．編集・情報（潮田）
　（ 1 ）埼玉放射線 2012 年第 5 号の発行
　　ア．�埼玉放射線 2012 年第 5 号を 9 月 11 日（金）に発行した。
　（ 2 ）Web サイトの運営
　　ア．各勉強会案内の更新を行った。
　　イ．学術大会演題登録を開始した（9 月 17 日〜 11 月 30 日）。
　（ 3 ）今後の予定
　　ア．第 4 回編集・情報委員会
　　　（ア）日時：平成 24 年 10 月 9 日（火）18：30 〜
　　　（イ）場所：技師会センター
　　　（ウ）内容：埼玉放射線 2012 年第 6 号発行について
　　イ．埼玉放射線 2012 年第 6 号発行
　　　（ア）日程：平成 24 年 11 月 15 日（木）予定
　（ 4 ） 埼玉放射線 2012 年第 6 号掲載予定内容の確認をした。

6．編集・情報（八木沢）
　（ 1 ）Web サイト　掲載および更新（会員用）を確認した。
　（ 2 ）Web サイト　掲載および更新（一般用）を確認した。
　（ 3 ）メールマガジン No51,52 の配信をした。

7．学術（富田）
　（ 1 ）�第 3 回学術委員会を平成 24 年 8 月 28 日（火）に技師会

事務所にて行った。
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　　ア．�平成 24 年度各認定講習会セミナー報告（各担当より進
捗状況）。

　　イ．�学術大会テーマ　理事会承認を報告　『業務拡大への期
待と責務』

　　ウ．�学術大会開催名に関して理事会の意見を踏まえて継続検
討する。

　　エ．演題登録申し込み窓口 Web に設定
　　　　�期間：9 月 17 日（月）〜 11 月 30 日（金）（60 演題に達

しない場合 1 週間延長）
　　オ．�学術委員会企画　『臓器別に考える』各モダリティから

のアプローチ。
　（ 2 ）�平成 25 年度学術大会日程：2014 年 3 月 2 日（日）（理事

会承認済み）

8．公益（中村）
　（ 1 ）第 3 回公益委員会を開催した。
　　ア．日時：平成 24 年 9 月 6 日（木）18：30 〜 21：30
　　イ．場所：技師会事務所
　　ウ．参加者：5 名
　（ 2 ）�平成 24 年 8 月 18 日（土）リレー・フォー・ライフ川越

の会議に参加した。
　（ 3 ）�平成 24 年 9 月 15 日（土）16 日（日）リレー・フォー・

ライフ川越 2012 に参加した。
　　ア．場所：川越水上公園　芝生広場
　　イ．参加者：第 3 地区合同　51 名
　（ 4 ）�平成 24 年 9 月 30 日（日）彩の国いきいきフェスティバ

ル説明会に参加した。
　（ 5 ）パネルについて

9．公益（星野）
　（ 1 ）�平成 24 年 9 月 15 日（土）16 日（日）リレー・フォー・

ライフ川越 2012 に参加した。
　　ア．場所：川越水上公園　芝生広場
　　イ．参加者：第 3 地区合同　51 名

10．第一支部（双木）
　（ 1 ）第 2 回支部勉強会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 8 月 29 日（水）19：00 〜 21：00
　　　場　所：済生会川口総合病院　3 階　第 1 会議室
　　　参加者：49 人

　（ 2 ）�第一回　地区合同勉強会　〜 Collaboration Summit 2012
〜を開催した。

　　　日　時：平成 24 年 9 月 9 日（日）13：30 〜 17：00
　　　場　所：大宮法科大学院大学　2 階講堂
　　　参加者：123 人

　（ 3 ）第二回　地区役員会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 14 日（金）19：00 〜
　　　場　所：埼玉社会保険病院
　　　出　席：10 人

11．第二支部（大西）
　（ 1 ）第 4 回勉強会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 20 日（木）18：30 〜
　　　場　所：所沢市保健センター
　　　参加者：80 名

　（ 2 ）�第一回　地区合同勉強会　〜 Collaboration Summit 2012
〜を開催した。

　　　日　時：平成 24 年 9 月 9 日（日）13：30 〜 17：00
　　　場　所：大宮法科大学院大学　2 階講堂
　　　参加者：123 人

12．第三支部（庭田）
　（ 1 ）�平成 24 年 8 月 18 日（土）リレー・フォー・ライフ川越

の会議に参加した。
　（ 2 ）�平成 24 年 9 月 15 日（土）16 日（日）リレー・フォー・

ライフ川越 2012 に参加した。
　　ア．場所：川越水上公園　芝生広場
　　イ．参加者：51 名
　（ 3 ）�第 26 回　川越市健康まつり　第 2 回実行委員会に出席し

た。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 20 日（木）13：30 〜 15：00
　　　場　所：川越市総合保健センター　1 階　研修室

13．第四支部（山田）
　（ 1 ）支部勉強会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 27 日（木）  19：00 〜
　　　場　所：熊谷文化創造館　さくらめいと
　　　人　数：44 名

　（ 2 ）地区役員会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 27 日（金）20：30 〜
　　　場　所：熊谷文化創造館　さくらめいと
　　　人　数：7 名

14．第五支部（矢崎）
　（ 1 ）支部情報交換会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 8 月 23 日（木）
　　　場　所：春日部市市民活動センター
　　　参加者：25 名

　（ 2 ）支部情報交換会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 20 日（木）
　　　場　所：春日部市市民活動センター
　　　参加者：20 名

　（ 3 ）越谷市市民祭り事業室会議に参加した。
　　　日　時：平成 24 年 9 月 11 日（火）

15．第六支部（石川）
　（ 1 ）支部役員会を開催した。
　　　日　時：平成 24 年 8 月 20 日（木）19：00 〜
　　　場　所：さいたま赤十字病院
　　　参加者：9 名

　（ 2 ）�第一回　地区合同勉強会　〜 Collaboration Summit 2012
〜を開催した。

　　　日　時：平成 24 年 9 月 9 日（日）13：30 〜 17：00
　　　場　所：大宮法科大学院大学　2 階講堂
　　　参加者：123 人

第 4．審議・承認事項
1 ．�「新入会の承認」について審議し承認した。（議案書番号：理

-48）（承認）
2 ．�支部学術委員制度の提案（案）に関して審議した。活動内容は、
　・�本会学術と支部との連絡調整役となり本会の学術及び支部勉

強会の活性化。
　・�若手の技師会会員を増やし、将来の技師会の人材を育成する。
　・本会学術大会の活性化。
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　・本会学術主催セミナーの活性化。
　・�本会学術との連携による地区勉強会の活性化および人材発掘。
　　�との説明が担当理事よりあった。その後、支部理事から様々

な意見が出され、継続審議となった。（議案書番号：理 -49）
（継続審議）

3 ．�所沢市健康まつりに「あなたのための放射線展」を開催する
ことについて審議し承認となった。（議案書番号：理 -50）（承
認）

4 ．�会員証を新入会員への新規発行について審議した。公益法人
取得に伴い、本会名称変更後、新入会員への会員証新規発行
は見送っている。選択肢として、1．平成 24 年度新入会員に
対し、旧法人名で会員証を発行する。2．新入会員のみ新法
人名で会員証を発行する。3．新法人名の会員証を全会員に
来年度発行する。この場合、平成 24 年度新入会員の会員証
もこの時同時に発行する。

　　�審議の結果、3 が承認された。ただし、平成 24 年度入会者に
は、カード発行が来年度になる旨のお知らせをすることにし
た。（議案書番号：理 -51）（一部修正後承認）

5 ．�埼玉乳がん臨床研究グループ主催「第 12 回乳がん市民フォー
ラム in さいたま」の後援依頼があった。審議し承認となっ
た。（議案書番号：理 -52）（承認）

6 ．�平成 24 年度マネージメントセミナー　Freed セミナー（ミ
ドルクラスマネジメントセミナー）の開催について審議し
た。担当理事より以下の説明があった。20 代後半〜 30 代前
半の世代は、10 年先を担う極めて重要な世代である。しか
し、環境によっては意識が低下していく時期でもある。そし
て、他施設の同世代の技師同士で意見交換する事で、自分自
身を見直し、技術だけではなく、人間性の育成を目的とした
セミナーにしたい。このような形式のセミナーは他の地域で
も同様の試みがされていて、参加型のマネージメントセミ
ナーとして効果が期待できるという意見もあり、承認となっ
た。（議案書番号：理 -53）（承認）

7 ．�日本消化器がん検診学会関東甲信越地方会からの後援依頼に
ついて審議し、承認となった。（議案書番号：理 -54）（承認）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1 ）会長資料
（ 2 ）副会長資料
（ 3 ）総務・財務資料
（ 4 ）編集・情報資料
（ 5 ）学術資料
（ 6 ）公益資料
（ 7 ）ホームページ資料
（ 8 ）�各支部資料（第一支部、第二支部、第三支部、第四支部、

第五支部、第六支部）
（ 9 ）議案書


